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第
3
回
北
山
わ
ん
ぱ
く
蔑
ま
っ
の
墜
一
千
人
！

第
3
回
北
山
わ
ん
ぱ
く
夏
ま
つ
り
は
さ

る

8

月

l

日

の

夕

方

よ

り

ア

ニ

メ

の

名

作
　
「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
　
上
映
で
前

夜
祭
が
は
じ
ま
っ
た
。
北
山
小
の
校
庭

に
は
三
々
五
々
、
人
が
集
ま
り
、
開
演

時
に
は
4
0
0
名
近
く
の
人
々
で
大
盛

況
。
ナ
ウ
シ
カ
の
や
さ
し
さ
と
強
さ
は

何
回
見
て
も
、
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

呼
び
、
大
人
も
子
供
も
す
っ
か
り
画
面

に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

2
日
の
祭
り
当
日
は
朝
か
ら
暑
く
汗
が

次
か
ら
次
に
吹
き
出
し
て
く
る
夏
祭
り

び
よ
り
。
恒
例
の
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
は
ひ

も
、
エ
サ
が
た
り
な
く
な
り
、
追
加
、

追
加
の
大
盛
況
、
ま
た
、
北
川
で
の
カ

ヌ
ー
も
大
人
気
で
子
供
向
け
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
乗
せ
て
ほ
し
い
と
大
人
も
お

ね
だ
り
。
今
年
の
目
玉
は
　
「
北
山
水
族

館
」
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
参
加
で
、

子
供
達
と
一
緒
に
な
っ
て
北
川
で
フ
ナ

や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
捕
獲
、
身
近
な
川

で
自
然
観
察
会
を
堪
能
し
た
。
お
店
や

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
最
後
は
み
ん
な
で
踊
り
あ
ち
こ
ち

で
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

復
元
プ
ラ
ン
を
行
政
は
壁
書
I
・

北
川
を
愛
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
き
た
　
「
北
川
復
元
プ
ラ
ン
」

が
い
よ
い
よ
完
成
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
早
速
、
東
村
山
市
行
政
に
出
向

き
、
内
容
を
説
明
し
て
正
式
に
プ
ラ
ン

を
提
言
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

財
政
難
の
折
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
の
自
然
に
対
す
る
共
通
の
夢
と
目
標

を
共
有
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が
連

携
を
と
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
一

歩
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

ま
た
復
元
プ
ラ
ン
は
現
在
、
冊
子
に
製

本
・
印
刷
す
べ
く
最
終
の
編
集
作
業
を
実

施
中
で
す
。
そ
の
中
に
は
会
員
の
方
々

や
、
賛
同
者
、
学
識
者
、
他
団
体
の
方
々

か
ら
頂
い
た
応
援
の
声
も
盛
り
込
ま
れ

ま
す
。
印
刷
で
き
た
あ
か
つ
き
に
は
会

員
の
皆
さ
ん
に
も
お
配
り
出
来
る
予
定

で
す
。
そ
の
節
は
ぜ
ひ
カ
ン
パ
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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前
号
を
発
行
し
た
後
の
　
「
懇
談
会
」

の
主
な
内
容
と
、
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

・
第
2
3
回
懇
談
会
（
8
月
6
日
）

東
村
山
市
政
策
室
長
の
澤
田
氏
に
お

願
い
し
、
「
環
境
行
政
に
お
け
る
庁
内

連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

庁
内
の
組
織
間
の
連
携
に
関
し
、
庁

議
な
ど
現
在
の
仕
組
み
の
説
明
が
あ
り
、

水
の
問
題
で
は
必
要
に
応
じ
、
政
策
室

が
各
組
織
の
頴
整
役
に
な
る
こ
と
が
可

能
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

・
第
2
4
回
懇
談
会
（
9
月
3
日
）

会
員
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
員
は
年
間

登
録
制
と
し
、
新
規
会
員
は
3
月
1
日

号
の
市
報
で
募
集
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
く

ル
も
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
第
2
5
回
懇
談
会
（
川
月
1
日
）

①
　
今
後
の
活
動
計
画
　
②
　
か
っ

ば
の
会
が
市
に
提
案
す
る
北
川
の
復
元

プ
ラ
ン
を
、
水
と
緑
の
市
民
懇
談
会
も

賛
同
団
体
と
な
る
な
ど
を
決
め
ま
し
た

空
堀
川
管
理
用
道
路
の
緑
化
閏
題
も
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

・
今
後
の
予
定

①
「
水
循
環
へ
の
ま
な
ざ
し
」
　
「
雑
木

林
と
つ
き
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
1

月
と
3
月
に
学
習
会
を
実
施
す
る
。

②
　
旧
前
川
の
暗
渠
う
え
の
緑
道
化
計

画
に
対
し
、
現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
す
る
。
1
0
月
2
4
日
（
土
）
午
後
1
時

時
か
ら
2
時
／
金
山
神
社
集
合

川
を
守
る
の
は
誰
か
－
東
京
シ
ン
ポ

長
良
川
の
愚
行
、
諌
早
の
悲
劇
に
続
い

て
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
徳
島
・
吉

野
川
第
十
堰
、
熊
本
・
川
辺
川
ダ
ム
、

徳
島
・
木
頭
村
を
め
ぐ
る
川
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
左
記
の
と
お
り
開
か
れ
る
。

●
日
時
＝
1
0
月
1
7
日
　
（
土
）
　
1
2

時
半
よ
り
●
場
所
＝
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
●
参
加

費

＝

1

5

0

0

円

●

ゲ

ス

ト

＝

野

田

知

佑
、
姫
野
雅
義
、
五
十
嵐
敬
富
ほ
か
●

問
い
合
わ
せ
先
＝
高
橋
エ
リ
カ
竃
話
0

鳩
目
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
細
筆

年
2
回
の
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

で
は
物
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
に
、
北
山
小
前
在
住
の
か
つ
ば
の
全

会
員
が
あ
く
ま
で
自
由
参
加
に
よ
る
楽

し
い
川
そ
う
じ
探
検
隊
隊
員
を
募
集

中
。
●
日
時
＝
毎
月
第
2
土
曜
日
、
朝

9
時
～
1
0
時
。
●
集
合
場
所
＝
北
山

小
正
門
前
●
問
い
合
わ
せ
先
＝
松
村
一

博
電
話
0
4
2
－
3
9
3
－
1
8
5
2
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狭山丘陵の東麓、トトロの故郷
北山公園一帯の緑の保全と、その
前を流れる北川の清流復活という

夢をもって作られた会です。自然
と野外の遊びが大好きで、趣旨に

賛同、活動に参加できる方（参加、
入退会自由）を広く募集しておりま
す。現在会員数は170名です。

※

●会費　年間3000円。「かっぱ通

信」（隔月間）とかわいらしいかっ

ぱ会員証をお送りします。

●問合せ・申込み先　189－0022

東村山市野口町　3－11－8　三島方

北川かっばの会　此l／FaxO42－391・

2365

●会費振込先　上記へ現金書留
め。または郵便振替　00120・6・

104476

（加入著名　北川かっばの会）

●新入会員の紹介

村上稔（徳島市）、河合宏治（東大
和布）、鈴木秋子（入間市）敬略称

●編集後線

初秋ノ候いかがおすごしです
か・・初おめみえです。ミシマト

モミとモウシマス。イラストを描

かせてもらってます。いい季節に

なってまいりましたね。秋の夜長

を楽しんで下さいください。かっ

ばの会をよろしく。

●秋の北川グノーンアップ【第8回】

日時10月18日（日）10時～12時

集合：民家園または将陣場橋

●乗のアトリエ

内容：芸術と環境をテーマに青空の下
表現、体現してみよう

日時．10月18日（日）9時～3時

場所：都立狭山公園太陽広場
問合せ．合志（042）347－6158

●培玉県立噺鹿北高専学校公開講座
「綿瀬川、その周辺の自然と人々のネッ

トワーク」シンポジウム」

日時：11月7日（土）14時～16時

場所：新座北高等学校視聴覚室
問合せ：正岡（048）478－5151

●ビデオで見る環境間働学習会
「龍雄と鋳潰」

日時：11月13日（金）19時半～

場所；美住リサイクルショップ

主催：東村山まちづくり交流サロン

問合せ：∴」、倉（042）397－1100

●「市民提案型川づくり」フォーラム

※川づくりにおける市民参加手続きの
あり方※各河川での現状、事例紹介

※ディスカッション（参加費1000円）

日時・11月18日（水）18時40分～21時

場所；飯田橋セントラげラげ10F会議室AB

主催：川づくり市民連絡会
問合せ・小林（03）5226－8843

●身近な川の一斉調査報告会

日時：11月29日（日）予定

問合せ：宮本（042）567－3346


